


昭
和
五
+
六
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
二
期
自
の
町
総
合
計
画
が

平
成
二
年
度
で
+
年
間
の
目
標
年
次
を
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
五
月
三

十

一
日
第
一
回
総
合
計
画
策
定
審
議
会
を
開
催
し
て
、
二
十
一
世
紀
を

見
通
し
た
今
金
町
新
総
合
計
画
づ
く
り
が
、
十
二
月
の
町
議
会
提
案
に

向
け
て
ス

?
l
卜
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
昨
年
末
に
千
人
の
町
民
を
対
象
に
実
施
し
た
町
民
意

向
調
査
結
果
を
含
め
て
、
策
定
の
基
本
方
針
、
委
員
の
役
割
介
担
、
作

業
日
程
等
が
決
定
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

~怜
回総

づく

新

• • 

新
総
合
計
画
の
策
定
方
針
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〔

形
式
的
な
計
画
づ
〈
り
で
は
な
く
‘

一
一
十
一
世
紀
を
見
通
し
た
長
期
的
視

点
に
た
っ
て
、

明
磁
な
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
と
目
標
を
定
め
る
基
本
構
想

を
持
つ
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
実
質
的
施
策
体
系
で
あ
る
基
本

計
画
を
策
定
し
、
基
本
構
想

l
基
本

計
画
↓
実
錨
計
画
と
い
う
三
本
柱
を

体
系
づ
け
た
前
回
行
政
を
す
る
@

今
金
町
に
秘
め
ら
れ
た
無
限
の
可

能
性
を
引
き
出
し
、

二
十
一
世
紀
に

向
か
っ
て
飛
附
す
る
、
い
き
い
き
し

た
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
〈
た
め
に
は
‘
高
齢
化
、

生
活
価
値
観
的
多
様
化
、
国
際
化
、

今金町総合公園カ、ら今金市街地を望む

技
術
的
高
度
化
、
先
端
化
、
情
報
化
‘

高
速
交
通
体
系
的
聾
備
な
ど
本
町
を

と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
環

境
内
変
化
に
敏
感
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
一
方
で
は
、
今
金
町
な
ら
で

は
の
固
有
の
風
土
に
根
ざ
し
た
魅
力

的
な
個
性
を
磨
き
あ
げ
な
が
ら
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、
新

し
い
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て

は
、
今
金
町
を
と
り
ま
く
多
機
な
現

境
内
変
化
を
先
取
り
し
、
新
世
紀
に

向
け
て
の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
本
町

の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
。

審

議

会

委

員

名

審
議
会
の
委
只
に
は
次
的
方
た
ち

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
.
(
敬
称
略
)

・
会

長

大

和

谷

正

雄

-
副

会

長

大

越

藤

夫

各
専
門
委
貝
会
の
構
成
は
次
の
通

り

(
。
委
只
長
、
。
刷
委
只
長
)

八〉
行
政
開
発
委
貝
会

O
狭
間
勝
昭

的 5-6割が町民セ/タ 蛇合体育館を利用した桂験があると答

え、各地域内生ii!;~fiや拙 L~グランドを利用したことがあると回答した
割合は的 2割粧直にとどまっている.それ以外公共施訟の利用聞主は

約 1鯛制度.1つもfll用 Lたζ 止がないが2削噛(17.4%)存在している.

問 7.日常生活の中であなたが感じている最も近いと思うと 二ろにO
を。 • • 

大和苔

。
土
問
勝
太
郎
、
林
磯
次
郎
、
商
法

幸
吉
、
草
野
大
正
、
長
叫
正
一
、
村

瀬
重

一
、
生
亀
き
よ
え
、
中
井
誠
司

〈
〉
社
会
開
発
委
貝
会
。
本
間
行
雄

o
山
北
幸
好
、
渡
辺
階
司
、
久
末
千

里
、
小
笠
原
勝
、
荒
井
正
信
‘
笹
森

武
雄
、
阪
井
ミ
エ
、
河
村
晴
雅
、
中

野
倫
丸

〈
〉
経
済
開
発
委
員
会

O
渡
辺
二
郎

O
河
村
昭
夫
、
加
藤
清
、
大
西
芳
広

渡
辺
孝
、
伊
藤
綱
義
、
同
本
優
、
伴

常
雄
、
大
越
藤
夫
、
中
野
三
郎
、
大

和
谷
正
雄

(
公
心
コ
汁
富
有

E
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J
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〉
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〉
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d
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六
月
末
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一
-
平
成
元
年
十
一
月
ア
ン
ケ
ー
ト
分
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、
事
業
、
団
体
、
総
祈

y
l

E

第
一
回
総
合
計
画
策
定
審
機
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の

~

~

の
発
送
一
、

0
0
0
名

対

象

ト

の

配

布

四

月

十

一

日

1

同

国

開

催

五
月
三
十
一
日

一

(
・
平
成
元
年
十
二
月
末
ア
ン
ケ

ト

収

H
H
四
月
二
十
一
日

i
五
月
二
十

7
番
所
管
操
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
担
当

)

〉

の

回

収

回

収

率

切

れ

日

者
会
議

一

〈
・
平
成
二
年
一
月

l
二
月

別

査

項

・

分

析

・
ま
と
め
作
業

1
六
月
末

・
総
術
事
項
町
制
務

l
七
月
五
日
1
〉

〉

目

的

集

計

分

析

4

総

合

計

画

に

お

け

る

事

業

実

施

計

七
日

〈

一

平
成
二
年

三

月

結

来

日

報

告

岳

町

面

白
収
集

8
総
合
計
画
策
定
の
原
稿
作
成

一

一

作
成
、
完
了

・
年
度
別
計
画
、
全
体
計
画
(
平
成
・
執
筆
H

七
月

i
八
月
、
制
整
H

八

~

~
2
各
種
統
計
デ

l
タ
の
収
集
・
分
析

二
年
度
ま
で
の
集
結
を
含
む
)

月
中
旬
、
修
正

l
九
月
、
十
月

一

一
・
デ
l
タ
収
集

1
締
め
切
り
、
平
成

・

配

布

H
阻
月
二
十
日
1
凹
月
末

g
中
間
報
告
会
及
び
第
二
回
審
議
会

~

〉

二
年
五
月
三
十
一
日

・
回
収

1
五
月
二
十

一
日

i
五

月

末

の

開

催

八
月
末

〈

(

デ
l
p
入
力

・
分

析

ま

と

め

作

5
行
政
機
関
の
四
役
、
主
要
団
体
長
、
川
最
終
報
告
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と
第
三
国
審
議
会
の

〉

一

業

1
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催
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3
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五月一=三-ニ一平4±一日?
l
日
位
翻
霊
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し
て

刊
機
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で
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蟻
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十
二
月
定
例
会

…
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一
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2

合
加
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が
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較
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も
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位

駐
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に
利
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た
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と
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い
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内

、

ぱ

科

て
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を
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と
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か
比
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と

な
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で
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れ

典
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%

す

て

4

町

%

M

止

し

る

割

地

層

%

り

%

ニ

レ

す

祉

て

ら

れ

い
い

が

こ

A
u

当

躍
で
し

当

つ

い

就

か
は
ー

ま

せ
1

金
J

制
。
際
か
入

地

人

口
ま
川

た

つ

ま
し

福

っ

ち

ら

し
次

州

場

で

減

割

し

し
い
一
ホ

し

む

み

す
、

引

き

ま

て

今

叩

削

る

に

わ

賜

他

U
P

目
あ
臼

し

こ

め
一

市

と

な

ど

み

ほ
に

の

%

地

い

さ

、
次
を

さ

と

住

ま
%
た

行

間

町

物

が

で

川

い

入

が

の
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'
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用
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し
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れ
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金
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、
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に
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車
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川
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を

刷

口

ち

他
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て

購

と

で

そ

口

か
加
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せ

制

り

に
他

術

い
%
か
蓋

し
こ
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自
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る

に

示
ら
世

に

向

が

め

て
ロ
わ

こ

鞠

万

円

た

の

リ

せ

の

こ

聞

は
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す
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に
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れ
散

突
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し
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借

入
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え

め
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れ
い
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れ
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付
加
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付
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0
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参
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ま
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%
で
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て
で

先
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い
毘
と
回

〈
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と

寸
る
い
4
て
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的

時

き

宜
7

い
、
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U
る
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目
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速
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と
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い
加

と
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泊

二

の

師
団

い

境
琵
つ
率

恒
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目

つ

、

た

~

ょ
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で
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え
思
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L
活
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ど

で
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荊
凹
で
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h
今
と
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参
%

い

を
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の
が

次

環

開

睡

高

に
に
が

に
で

み

%

に

。
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げ
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ろ
加
と
い

連
会
問

加

る

内
町
つ
下
(
町
て
叫
が
る
で
町

3

れ
い

2

し

な

盟

国

町
市
に

問

、
子
と

特
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一

向
%
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刊
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日
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を
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%
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が
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が

三
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山
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加
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み
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叩
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ど
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町民意向調査結果のあらまし

新しい総合計画を策定するにあたり、町民がどのようにニ

田町を認畿し、また、将来的地棋のあり方をどのように考え

ているのかなどについて、その実態を把鐘し、計画策定的た

めの基礎資料にするため昨年末に町民憲向調査が実施されま

した.

ニれは町内に居住する町民 J，000名(有侮者対象 無作ゐ抽

出)を対象に仔われたもので、回収率50%(5凹名有効回収)

でした。項目ごとにその概要を紹介します。

| 今金町の生活環境について
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れに必年寄り町ため町市祉吋需が36.6%で次いでいる.

r闘~ 1 4 敵育文化環境をさらによ 〈するためには、さ し当たっ

て特に大切だと思うニと。

文化地訟や活動が37%ともっとも高率てヘ青少年四健全育

成が35%とははこれに並んでいる.これ句に，人いで大!Of';<;手町

設置と成人教育拍車が27%前後円盤他を示している.

問15 保健医療について今後、どのような点にカをいれてほ

Lいか。

蛇合嗣院の艶備が61%と圧倒的に向い禍合で これに次(，

休 8 . ~t.;， 診療は 31.2%である . 刊の噌設や世相体制など町

改善が盟まれているよつである。

問16 摘祉白充実や公共施段(;革路、よ・ 下水道、教育 ・文

化、福祉施段など}の整備には多〈の財諌を必要と しま

す。ニの問固について、あなたのS考えに近いものを 1

つだけ選んで下さい。

今町町民負担の範間内で削祉を充実L公共施設を充実す

べきであるが61.4%と圧倒的に日い制合を示Lている.

高齢化、情報化、国際化について

問17 高齢者が健康でき主会がいを持ち、充実 した老後を送る

ため町どんな高齢者対策が必要か。

付金 文化活動向克%が47.2%とも っとも日11で‘入所施

設などの充実、就車蝿会的確保が30%代でこれに次いて“いる.

問18 今桂必要とする情綴は、どんな情報ですか.

市 'IV生活情報が36.6% とも っ とも?'~*であるが、町世間報、
保健 。医療情報も 30%代で市町生活情報と大量ない散値を

示 Lている.また 民林産業情報も25.8%とな 勺ている。

問19 国際化を進めてい 〈ために、どの方法がも っとも望ま

しいか。

畳け入れ体制の銭備 充実が32.6%ともっとも向車である

が 宜i底的場惜会的充災海外研修制度もほとんど聖わら

ない散iilJを示 Lている.

1¥ 町政について

111 

問20 町政について ど由 〈勺い間むを持っていますか。

やや閣 L、が;;，るが44.2%と非世に日い桐合とな って釘り、

JIq市に閣也、があるが30.4%でこれに，人いでいる.これに片L
てあま ')悦トレがない まったく問乙ないは合計Lても 6.8%

に過ぎ".い.

問21，町民の要望や愈見が庄映されていると患いますか。

ある叫庄は反暁29% ふつつ 24.6% あまり反映されてい

ない21.5%となっており、あまり大きな蓋はない.また反映

されている、ある制度は反映的合計とあまり臣暁されていて与

い、 庇眼されていないの合計も、前者が31%. 象者が32%と

ほとんど韮がみられない.

問22 町置のうごきをお知勺せる方法で、あなたの希望する

方法は。 (2つまで)

広鰍紙を通じてがも 勺とも剖合が向〈、 63.6%に遣してい

る.次いて'パノフレ ;1 ~ ，回監が30%代で比較的高い割合と

なっている.

問23 今後、町役渇になにを望みますか。

拍車的な行政が49.6%と5剖近い世値を示L、町民意見町

民鞭も46.2%に遣している.また、組{IJな対応も 28.4%とこ

れらに次いで高い図書が寄せられている.

r.124 町役揚が計画をたてて町田持政を行うニどについて、

どのようにお考えですか。

役場だけが50.2%、地域全体にが19.8%となり圧倒的に役

場だけ円計画と感じている人が多い.また、わからないと回

答を保田Lた人も多い.

I 基幹産業である農業について

開25. .機後植者を育成させるためには、どのようなこ とが

必要だとお考えですか。

新商品の聞尭畳助が38%とも っとも筒率であり コストダ

ウン ヨノ ムコ吋情的舶になっている.

問26 今後、農換陸宮町基欝となるるのは、次の中から 3つ

週んで〈ださい。

米が72.8%と圧倒的に高い都合で、イモ罰が67.6%、野某

が42.6%でこれに次いでいる.また 乳周牛が25.4% 肉周

牛が32.4%と比絞的多〈なっている.他は雑殺豆閣を除い

て10%に満たない.

年船 !lH人} 女{人} 計(人) '1 齢 !lH人} !d人) l汁(人)

。歳 31 '" 60 引歳 " 57 102 

l歳 35 37 72 52成 " 51 107 

2成 46 35 Rl 53峨 47 69 116 

3h詑 よ4 " 76 54 .:;捷 61 56 117 

4民民 51 47 98 55h民 73 53 126 

5歳 47 49 96 団長食 50 60 110 

6必 47 57 104 57歳 83 57 140 

"長 59 " 112 58峨 70 68 138 

8成 42 4' 90 5%提 55 53 108 

9成 62 64 126 60以注 " 60 113 

10歳 57 47 104 61歳 59 61 120 

11哉 71 55 126 62雌 55 68 123 

12歳 47 43 9() 63成 50 54 104 

13成 52 60 112 削減 46 54 100 

14h'誕 66 66 132 65成 43 52 95 

15i& 79 64 143 66成 47 50 97 

16歳 71 71 142 67i.'長 37 46 83 

17ぷ 70 67 137 日成 28 46 74 

18h'R 57 53 110 60成 36 46 82 

19μ注 25 43 68 70成 :~4 46 80 

20滋 35 35 70 71 ，:.縫 21 37 58 

21成 22 30 52 72il1， 22 26 4. 

臣蔵 30 36 66 73':'俊 34 33 67 

23歳 23 2. 51 74成 24 42 66 

24以J主 25 " 56 75成 23 41 64 

25越 28 37 65 76il1. 20 26 46 

町議 30 38 68 77i1t. 13 39 52 
27歳 42 43 85 78il1. 15 29 44 

28成 " 45 89 79t.i. 18 28 46 

29必 46 39 85 80，，'花 20 25 45 

30歳 41 34 75 81必 21 18 39 

"歳 " 34 78 82議 18 19 37 

32歳 38 44 82 83hl 14 14 28 

33議 " 37 81 84成 11 8 19 

34歳 51 50 101 町議 5 10 15 

35成 58 55 113 86峨 6 12 " 36h民 50 48 98 87峨 3 7 10 

37成 64 70 134 88i.旋 6 5 11 

38歳 63 58 121 89h誕 4 9 13 

39歳 49 65 114 9()歳 4 2 6 

40，，¥.1; 61 72 133 91 h¥G 。 6 6 
41 成 62 70 132 92k提 4 4 8 

42歳 74 68 1<12 93自民 3 4 

43':昆 67 60 127 94H¥!. 2 3 

44成 44 39 8;~ 95成 2 3 

45歳 51 54 105 96歳 2 

46成 44 61 105 97，:..);t 。 O O 

47哉 53 53 106 98哉 。 。 o 
48歳 50 57 107 99歳 o o 。

49議 57 55 112 l閣成 o 
50歳 57 56 113 101品以 上一 。 o o 
TOTAL .， 3，832 女 4.090 合計 7，922 

住民記録・年 齢別・男女別調べ (平成 2年3月末現在)
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今
金
町
消
防
団
の
総
合
演
習
が
六

月
十

一
日
午
後

一
時
か
ら
晴
天
の
な

か
、
今
金

種
川

・
花
石
各
分
固
か

ら
七
十
五
名
町
団
員
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
任
の
河
村
消
防
団
長
か
ら
「
町

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
貝
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
旨
の
訓
示
の
あ
と
、

来
貧
困
十
名
が
見
守
る
な
か
、
各
分

団
ご
と
に
小
隊
訓
練
や
消
防
車
に
よ

る
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
を
、
き
び
き
び

し
た
動
作
で
披
露
し
た
あ
と
、
分
列

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
.

最
後
に
、
大
和
ふ
れ
あ
い
広
場
で

油
火
災
を
想
定
し
た
模
擬
訓
練
を
行

い
、
ス

l
バ
フ
ォ
ー
ム
(
消
火
薬

剤
)
等
を
使
っ
て
、
五
分
間
で
鮮
や

か
に
消
し
止
め
、
参
観
者
か
ら
大
き

な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

さき金営林署植樹祭

将
来
ド
シ
グ

υ

@
由
鵠
ガ

議

し

み

キ
金
営
林
署
の
平
成
二
年
植
樹
祭

が
五
月
二
十
三
日
、
ト
?
ン
ケ
シ
流

域
の
今
金
担
当
区
十
五
る
林
小
班
で

行
政
機
関
、
各
種
団
体
的
長
、
一
般

町
民
の
代
表
と
営
林
署
々
貝
ら
総
勢

油火災を想定 した構擬訓掘のもよう

美利河小ヘ

刷
温
ま
る

縫

巾

@

自
胃

贈

函
館
市
奨
原
在
住
町
川
島
キ
ク
エ

さ
ん
(
態
石
町
出
身
)
か
ら
六
月
四

目、

美
利
河
小
学
校

へ
雑
巾
百
枚
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
雑
巾
は
、
タ
オ
ル
地
に

木
綿
生
地
を
な
か
に
狭
ん
で
一

針

一

Ct • 
清
流
日
本
一

利
別
川
の
清
掃
に
汗
を
流
す

七
十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

植
樹
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
、
市
街

地
国
道
か
ら
約
十
二
J
、
標
高
四
百

針
て
い
ね
い
に
縫
っ
て
あ
る
も
の
で

す
。
で
き
あ
が
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
雑

巾
を
五
十
枚
二
つ
に
分
け
、
箱
に
入

れ
花
模
様
を
あ
し
ら
っ
て
並
べ
ら
れ

る
と
言
う
手
の
込
ん
だ
も
の
で
す
.

そ
し
て
、
高
学
年
用
と
低
学
年
用
に

大
き
さ
を
分
け
て
作
る
な
ど
の
配
慮

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
五
月
十
四
日
放
送
の
ポ
テ

ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
町
山
村
留
学
を
視
て

感
動
し
て
「
私
に
協
力
で
き
る
の
は

こ
れ
し
か
な
い
」
と
贈
っ
て
く
れ
た

も
の
で
す
。

美
利
河
小
学
校
で
は
「
あ
ま
り
に

も
カ
ラ
フ
ル
に
き
れ
い
に
並
べ
ら
れ

て
い
る
の
で
使
う
の
が
も
っ

た
い
な

判別川清宜保瞳師会白呼Uかけによる河川清婦が6月16目、ライ

オノズクラブ会員など30数名が参加して行われま した。上自在は住吉
のえん堤か勺今金橋下涜までの約 aキロを2時聞かけて小型ト

ラック1台のゴ ミが集め勺れました。

傾斜地てしたが 窓ー本τいねいに植えられていました。

四
十
υ
川
町
固
有
林
で
す
。
こ
れ
は
毎

年
、
森
林
資
源
的
重
要
き
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

作
業
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
姿
で
集
ま

っ
た
参
加
者
た
ち
は
、
署
員
か
ら
植

え
込
み
方
を
教
わ
っ
た
後
、
手
に
ク

ワ
と
苗
木
を
持
っ
て
植
樹
作
業
を
行

っ
て
い

ま
し
た
。

今
回
は
、
同
署
箇
畑
で
育
て
た
五

年
生
の
ブ
ナ
二
百
五
十
本
と
将
来
ド

ン
グ
リ
の
実
が
採
る
こ
と
が
で
き
る

六
年
生
の
ナ
ラ
の
木
二
百
本
の
計
四

百
五
十
本
を

一
本
、
一
本
丁
寧
に
手

際
良
く
植
え
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

同
地
内
に
立
派
な
記
念
標
識
が
立
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

い
、
し
ば
ら
く
展
示
し
て
か
ら
大
事

に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
」
と
感
聞

の
気
持
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

( 4 ) 



• r. 

恒例の応援合戦/白組のみなさん。(今小)

応援席から笑いがでる

楽 Ll'運動会でL士。(今小)

趣
向
を
凝
ら
し
た

各
競
技
に
熱
戦
げ

野こえ山こえ うしろの子は

苦しそうですね。(今小)

ジャンケンしながらの

楽しいジエンカでした。
(八束小)

必死の応援に前の子は耳が痛ぜう /0(今小) チームの期待を担って紅白リレーのス9ート。(神丘小) 笑顔の中にも限が光っています記録保さん。(今中)

各様
式温動舎
力テラ
スク・3デ

• 

ャタピラ鏡争

弟、いとニも応援で一緒に走る。

(美利河小)

身をのり出 Lての応援(美利河小)

お母さんがい屯;いので

いつも牛の乳を飲んで

いま Lた。

山村留学生(美利河小)

豊年二いこい

踊り。これで今年の

豊作は間違いありません。

久 Lぷりの親子の」、れ合いでLた。

(美幸IJ河小)

この人誰れ?

カメラマンぶりもさまに

なっていま Lた。

の差

。

で
た

の
し

な
ま

う
み

そ

τ
い
せ

わ
の

す
をろ

ト

・

hr
こ

H
K

一
と

時
タ
い

仰
ス
な

叩

に

が

干
斉
つ

女
一

自分より大きいダルマを運んで
走る。(豊田小)



稽
い
っ
ぱ
い

美しい街づくり

運

動

を
震

闘

町
で
は
、
こ
と
し
も
町
内
美
化
運

動
の
一
環
と
し
て
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

昨
年
秋
に
国
道
両
面
の
街
路
樹
下

に
町
花
の
チ
ュ
リ
y
プ
を
二
千
株

を
植
え
た
の
を
始
め
、
六
月

一
日
に

舎
金
団
@
塵
曲
舗
や

小学生町内パス見学

趨
震
を
自
分

@
固
で
彊
かめ

る

郷
土
「
今
金
町
」
の
各
地
域
の
概

要
を
知
る
、
町
の
産
業
と
働
〈
人
々

の
姿
勢
を
、
自
分
の
回
で
確
か
め
よ

う
と
今
金
小
と
各
地
域
の
小
学
校
で

は
、
五
月
十
七
日
、
十
八
日
の
両
日

は
、
今
金
婦
人
会
と
日
赤
奉
仕
団
内

メ
ン
バ
ー
一ニ
十
人
が
国
保
病
院
横
交

百
二
十
三
名
が
パ
ス
二
台
で
町
内
見

学
、
今
金
の
ま
ち
の
実
態
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
ま
し
た
。

八
束
の
苗
畑
、
日
進
の
牧
場
、
金

原
の
い
ち
ご
畑
、
長
ネ
ギ
の
栽
培
状

況
等
を
見
て
回

っ
て
い

ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
神
丘
の
酪
農
家
、
種
川
町

特
養
老
人
ホ

l
ム
「
豊
寿
園
」
、
住

吉
の
頭
首
工
、
花
石
町
地
域
物
産
品

生
産
セ
ン
タ
ー
、
平
成
三
年
度
完
成

予
定
的
英
利
河
ダ
ム
で
は
‘
事
業
所

な
ど
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
ダ
ム
の

役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
合

っ
て

お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
完
成
間
近
い
ダ
ム
管
理
棟

• .' 

函
門
閣
圏
函
日出
圏

豊

田

小

二

年

校

長

先

生

の

お

話

し

が

お

わ

ん

な

い

も
う
す
ぐ
で
お
わ
り
ま
す
と
、
山
崎

先
生
が
わ
た
し
に
い
っ
て
く
れ
ま
し

れ
、
は
や
く
お
わ
れ
と
、
心
の
中
で

大
平
麻
衣
子
J

さ
と
み
ち
ゃ
ん
の
家
の
阻
ん
ぼ
に

き
ょ
う
と
う
先
生
が
先
に
き
て
い
て

き
し
な
え
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
見
て
、
は
や
く
や
り
た
い
な
ぁ
と
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田
ん
ぽ
に
は
い
っ
た
ら
ぐ
じ
ゃ
ぐ

じ
ゃ
で
き
も
ち
わ
る
か

っ
た
で
す
。

山
崎
先
生
は
、
田
ん
ぼ
に
は
じ
め

て
は
い

っ
た
ん
で
す
。
き
ゃ
あ
き
ゃι

A
 

「英
利
河
小
学
校
は
.
七
人
の
山

村
側
学
児
童
が
来
て
い
ま
す
。
子
供

た
ち
と
一
紡
に
伺
に
で
も
挑
戦
、
動

き
回
り
そ
の
中
で
何
か
を
つ
か
み
、

与
え
ら
れ
た
ら
と
.
そ
し
て
子
供
た

ち
が
う
れ
し
く
な
る
と
き
、
自
分
も

う
れ
し
く
な
る
よ
う
な
、
気
持
を
長

有
す
る
。
心
の
触
れ
合
い
が
で
き
た

ら
な
あ
ー
と
考
え
て
い
ま
す
.
こ
こ

で
は
や
さ
し
い
先
生
方
や
紫
直
な
子

供
た
ち
に
閉
ま
れ
て
い
ま
す
.
合
し

で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
副
削
減
り
た

い
と
胤
い
ま
す
U

亦
平
先
生
は
、

m
H
森
県
出
身
で
二

人
姉
妹
町
長
女
で
す
。
趣
味
は
脱
出

と
ジ
グ
ソ
ウ
パ
ズ
ル
.
ス
ポ
l
y
は

パ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
す
る
と
い
う
健
康

で
明
る
い
先
生
で
す
.

た
『
l
》d

差
点
か
ら
今
金
小
前
ま
で
の
約

一
J

L
 

て

の
国
道
に
、
花
の
苗
を

一
本

一
本
丁

目し開
寧
に
植
え
込
み
ま
し
た
。
小
雨
模
様

必

の
な
か
、
植
え
ら
れ
た
の
は
キ
ン
ギ

潤
ョ
ソ
ウ
、
ケ
イ
ト
ウ
、
サ
ル
ビ
ア
、

臥

7

リ

l
ゴ

ル

ド

な

ど

六
千
本
で
す
。

山
こ
れ
ら
の
酋
は
、
夏
か
ら
秋
に
か

椛
け
て
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
、

錦
町
内
は
も
と
よ
り
、
当
町
一
世
訪
れ
る

ト

人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

うよ

花
を
折
っ
た
り
、
踏
ん
だ
り
す
る

‘
匂明

こ
と
な
く
、
美
し
い
街
づ
く
り
の
た

，
め
、
み
ん
な
で
花
を
大
事
に
そ
だ
て

ま
し
ょ
う
。

か
ら
ダ
ム
の
裏
側
、
ス
キ

l
場
内
全

面
な
ど、

ふ
だ
ん
見
ら
れ
な
い
と
こ

ろ
も
見
て
い
ま
し
た
。

あ
と
い

っ
て
、

削
ん
ぼ
に
は
い
り
ま

し
た
。
わ
た
し
も
山
崎
先
生
と
お
ん

な
じ
で
、
悶
ん
ぽ
に
は
じ
め
て
は
い

り
ま
し
た
。

ょ
う
す
け
く
ん
と
た
か
ひ
ろ
く
ん

が
顔
に
ど
ろ
ん
こ
を
つ
け
ま
し
た
。

ふ
く
も
ど
ろ
ど
ろ
に
し
ち
ゃ
っ
て
と
‘

み
ん
な
で
わ
ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
わ
ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

わ
た
な
べ
先
生
が
、
へ
ん
な
か
つ

こ
う
を
し
て
い
ま
し
た
。
な
ん
の
か

つ
こ
う
を
し
て

い
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

つ
ぎ
の
目
、
し
ん
ぶ
ん
に
で
て
い

ま
し
た
.
わ
た
し
の
阪
が
う
つ

っ
て

ま
し
た
。
ど
こ
に
し
ん
ぶ
ん
の
お
じ

さ
ん
が
い
る
か
、
し
り
ま
せ
ん
で
し

た
.
し
ら
な
い
か
ら
そ
の
ま
ま
、
な

え
を
う
え
て
い
ま
し
た
。

さ
い
ご
ま
で
、

み
ん
な
で
な
ら
ん

恥

豊田小では 5月30回全員で田植えを LまLた。

〕B
 

〔

熱心にメ モをとり ながら聞いていま Lた。
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J
y
a

は
、
ア
メ
リ
カ
で
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

一

一

U
m拭
応
吋

1V歯

ゲ

l
ム
、
日
本
で
薄
暮
ゲ

l
ム
と

一

-

i

i

 

』

爪

v止
γy1
!
 

-

』

1

ゲ

l
ム
は
い
ま
、
日
本
で
は
あ
ま

一

-

昼
問
の
暑
さ
か
‘
らb
解
放
さ
れ
て
、
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

-

一
高
原
の
よ
う
な
涼
風
の
中
で
の
観

最
近
で
は
、
ナ
イ
タ
ー
は
「
観

一

』
戦
、
光
の
中
を
飛
ぶ
白
球
ナ
戦
」
す
る
ば
か
り
で
な
く
「
楽
し

一

一

イ
タ

l
は
、
夏
の
夜
の
風
物
詩
で
め
る
」
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一

一
す
。
俳
句
の
夏
の
季
語
に
も
な
っ
夜
間
照
明
を
備
え
た
球
場
が
増
え

』

一

て
い
ま
す
@

て
き
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
テ

l
ム

一

一

と
こ
ろ
で
、
ナ
イ
タ
ー
と
い
う
も
、
仕
事
を
終
え
て
か
ら
ナ
イ
タ

F

一
言

葉

は

、

英

語

で

は

あ

り

ま

・

・

A
2
2
3
2
二

一

せ
ん
.
英
語
の
ナ
イ
ト
・
ゲ
面
・
・
圃
っ
て
き
ま
し
た

.

F

一
よ

か

ら

き

た

、

い

わ

ば

和

』

・

・

と

こ

ろ

で

、

夏

は

自

然

に

一

一
製
英
密
で
す
。

話

回

・

親

し

ιの
に
絶
好
の
季
節
で

-

一

日
本
で
初
め
て
プ
ロ
野
球
，
岨
.

.

 
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
七
月
二

一

一

の
夜
間
試
合
が
行
わ
れ
た
の

b
・
・
・
・
+
一
日
か
勺
八
月
二
十
日
ま

一

一
は
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
十
」
田
園
田
で
は
、
「
自
然
に
親
し
む
票
劃
」

一

一
七
日
の
巨
人
中
日
戦
で
す
。

圃
・
・
圃
の
期
間
で
す
。

山

一
当
時
、
あ
る
新
聞
社
が
、
夜
間

試

国

立
公
園
や
固
定
公
園
、
都
道

-

一
合
を
ナ
イ
タ
ー
と
し
て
使
い
だ
し
府
県
立
自
然
公
園
な
ど
に
出
か
け

F

一
た
の
が
、
こ
の
言
葉
の
始
ま
り
と
自
然
に
親
し
み
、
心
身
の
健
康
づ

一

一

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
く
り
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

一

一
外
国
で
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

多

彰

一

一

か
し
、
日
本
で
も
通
称
ナ
イ
タ
ー

初
級
、

1

1

F

一

と
は
い
っ
て
い
ま
す
が
、
正
式
な

機

「

烏

vph
一

↑
書
類
な
ど
に
は
、
ナ
イ
ト
・
ゲ

l

稲
1
1
3続
著
作
叩
片

↑

・

ム
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

勿

グ

久

乃

/
〆

CEh一巴
『
山
-

-

E

 

-

昼
の
試
合
は
、
日
本
も
ア
メ
リ

縦

一

も

A
お
明
ふ
、
乙
亡

F

，

カ
も
デ
イ
・
ゲ
ム
と
い
い
ま
す
。

zk明長
4

H
N
R弘

一

百
/
ダ句、

4
1

・

一

そ

し

て

畳

と

夜

の

中

聞

の

試

合

マ

4
1

一

r!
!
!
?
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
!
1
1
1
1
1
1
1
10
 

• 
で
う
え
ま
し
た
。
お
も
し
ろ
い
と
み

ん
な
が
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
お

も
し
ろ
か

っ
た
で
す
.

句

転王歳主廃2回生猫T暖f宮2
作T三1線Z蛙手も冬52旨t
ののめの 子こ やり
土Z仮すレこも凶i嬰t
のの!と皆:fFt児ご
乾Z湯冷ノレき速早のに
き宿Eのら足t噂2柔Z
にや錆5姦tのしきし
遠i蝦えやま夏2き花2
郭主夷ぞタTしのりの
公2い関t間Z朝な風Z

ち古ニ夜よ り
lすか

な

利別俳句会

伊
藤

翠

女

今
野

黙
堂

石
井
智
恵
子

島
い

杉
本

F 
湾

慶
t.k 

#F 

蓑
島

愛

辻

知
子

あさ み

4阿 部 麻実九
(昭和63'手11月 7日生まれ)

八幡町 阿部，告之さん長女

[親から]

食べるこ とに興味がな〈て.体は小

さめですが、音楽と外が大野きなわが

家のやんちゃ姫.ご飯をいっぱい食べ

て元気にす〈す〈優しい干になっては

L ぃ。

ろ喚問アイドル
まさ ひろ

砂長谷川雅弘、
(平成元年 4月四日生まれ)

高契町 長谷川光弘さんの長男

[親から1
わが家内ヤンチャ坊主は音楽が大好

きで、 m綿でもロンクでも躍りながら

IlfJいています。 このまま元気で明るく

育 って くれることを断っています。

)
 

g
 

[
 



お
J

知
しら
せ
/ハ

今
金
町
消
防
団
本
部

団
長
に
河
村
昭
夫
さ
ん

河本

H

山

O
第
一
分
団

分
団
長

川

原

町

骨

団

長

花

井

部

長

佐

々

木

班

長

野

宮

検診を受けて明るい健康づくり

7月みんなの健

新し〈団長になった

河村昭夫きA

田幸寸

義一昭

信三夫

口

信康 巳 正

泰夫信雄

(町民福祉課衛生係 ・国保係)

-ある自のあなた.写真をさ Lあげます

。
第
二
分
団

分

団

長

橘

剛

骨

団

長

伊

藤

部

長

久

保

田

H

長

崎

班

長

千

葉

H

小

岩

O
第
三
分
団

分

団

長

緒

剛

骨

団

長

田

部

長

高

班

長

石

一行雄雄

平
成
三
年
三
月
新
規
学
綬
卒
業
者

に
か
か
る
求
人
申
込
み
に
つ
い
て

明
春
三
月
卒
の
新
規
学
校
卒
業
者

(
中
学
・
高
校
)
に
か
か
る
求
人
受

付
は
六
月
二
十
日
よ
り
開
始
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

年
々
地
元
就
職
の
志
向
が
強
ま
る

反
面
、
企
業
よ
り
の
求
人
申
込
み
が

遅
〈
、
こ
れ
に
よ
り
優
秀
な
人
材
が

地
元
就
職
内
機
会
を
の
が
す
結
果
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
用
計
画

の
あ
る
企
業
は
、
早
め
に
求
人
申
込

み
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
‘
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
函

館
公
共
職
業
安
定
所
求
人
部
門
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

E
C
一夫
1

二六占七
一孟

〈
函
館
公
共
職
業
安
定
所
v

気
を
つ
け
よ
う

首
い
言
葉
と
暗
い
道

夏
は
、
服
装
も
行
動
も
開
放
的
と

な
り
、
チ
カ
ン
な
ど
の
性
犯
罪
が
多

く
な
り
ま
す
。

心
に
す
き
を
み
せ
て
は
い
け
ま
せ

ん。
チ
カ
ン
は
あ
な
た
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
の
す
き
を
狙
っ
て
い
ま
す
.
ま

た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

常
日
頃
か
ら
言
い
聞
か
せ
て
お
〈
と

と
も
に
、
日
常
の
行
動
を
き
ち
ん
と

把
握
し
ま
し
ょ
う
。

項 目 対!!i者 実施目 時 間 対草地区 実施全場 イ柑 考

2日開) 老人福祉センタ

9 B 11 町民セ〆タ

① 般 相 Z主 全 {主 民 16811 10 : 00-15 : 00 全 地 区 老人福祉センタ 保健指導、健康相政

23日H 町民センター

3O自" H 

② 手L 児 キ目 11炎
生後6、9ヶ月

5日嗣
受付時間

" H " 見 9 :30-10:00 

③ l歳 6ヶ月児健診
生後 l歳 7、8

" 
畳付時間

" " 
尿検査、医師診察

ヶ月児 12:30-13:00 歯科指導、保健指導

6日幽
畳付時間

④ 同ガン検診 35歳以上司男女 7自由 H η 血部X線撮影

B日但)
6 : 00-7 : 00 

⑤ 妊 婦 相 2量 妊 婦 の 方 10日ω 畳付時間
" " 

尿検査、血誼検査

12: 45-13: 15 助産婦診察、歯科指導

畳付時間

⑥ 婦人科鞭診 30歳以上向婦人 13日幽 8 : 00-9 : 00 " 細胞診検診

12: 00-12: 30 

⑦ 育 児 講 座 生雄 3ヶ月児 19目[柄
受付時間

H 保健指導、健康相談
9:30-10:00 

@ 手L 児 健 診
生桂 4、 7、10

" 
畳付時間

" 
身体計刷、医師診察

12ヶ月児 12:30-13:00 保憾指導、歯科指導

⑨ 股 脱 健 官会
生1車2ヶ月と25

23日伺) 13: 00-14: 00 H 今金保健所 股関節X線撮影
日以上町幼児

⑬ 無医地区巡回診療 全 {主 民 24日ω 受付時間
町民センター 診療科目、耳鼻科

14:30-15:00 

3歳 2、 3，4 受付時間
身体計制、検尿医師診察

⑪ 3 歳児健診 26日開 " " 歯科指導、栄養指導、保健
ヶ月児 12:30-13:00 

指導

一昭事

慶進貞夫一二

高

t畢木中方

隆正義一

嘗
察
官
採
用

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

北
海
道
警
察
で
は
、
次
の
要
領
で

警
察
官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間

七
月
十
二
日

l
八
月
八
日

一
次
試
験

八
月
二
十
六
日
(
日
)

二
次
試
験

十
月
下
旬

線
用
予
定

平
成
三
年
四
月
一
日
以
降

採
用
人
員

約
百
二
十
名
(
予
定
)

詳
細
は
今
金
警
察
官
派
出
所
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〈
北
桧
山
警
察
署
v

• • 

被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
に

。
甘
い
言
葉
に
気

を
つ
け
る

。
防
犯
ブ
ザ

l
で

ガ

l
ド
を
固
め
る

O
身
な
り
を
キ
チ

ン
と
す
る
。

。
戸
締
ま
り
を
し

て
か
ら
就
寝
す
る

O
チ
カ
ン
に
は
き

然
と
し
た
態
度
で

口
幼
児
な
ど
を
狙

う
チ
カ
ン
に
注
意

〈
北
桧
山
警
察

署〉

1
 

0
 

1
 

〔

社会福祉協議会だより 2，6， 10 

務先円呈学園、盟寿薗 社会福祉協親会への多額的

ご寄附ありヵeとうこぎいました.
(敬称略)

〈山形県〉 大 倉 啓太郎 特 林 害容 {光

基管教独立学園 甜 図 哲 厳 背圭つり会

〈都広市〉 立正佼成会青年部 t長 7c 滑 勝

山 国 忠 今金町母子会 1E 井 建 股

〈島牧村〉 中 島 ，、 パ〆

民宿 松氷 上 村 益太郎

〈八宮町〉 /11 崎 置 治

佐々木水産 中 尾 征 夫

〈今金町〉 松 氷 y ナ

今金町白赤奉仕団 国保荊院看護婦一同

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
般
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
下
き
い
。

寸己
醤
ロ

一
、
と
き
七
月
十
九
日
的

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

一
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

ニ
、
相
談
員

函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
一
名

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

高
齢
化
対
策

企
画
調
査
に
つ
い
て

道
で
は
、
高
齢
化
の
進
行
に
対
応

• • 
し
た
総
合
的
な
対
策
を
進
め
る
上
で

の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、
道
内
に

居
住
す
る
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
た
「
高
齢
化
対
策
企
画
調
査

(
高
齢
者
の
生
活
に
関
す
る
実
態
と

意
識
調
査
)
」
を
民
開
業
者
に
委
託

し
て
行
い
ま
す
.

七
月
上
旬
か
ら
、
無
作
為
に
選
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
全
道
一
、
八

O
O

人
の
お
宅
に
、
受
託
業
者
の
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
北
海
道
生
活

福
祉
部
高
齢
化
対
策
室

8
0
1

1

2
3

1

4
1
1
1
 

内
線
2
4
1
6
1
3

六
月

一
日
付
で
今
金
町
消
防
団
幹

部
内
異
動
が
次
の
と
お
り
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
.
(敬
称
略
)

口
本

部
団

長

副
団
長

農
薬
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

農
薬
に
よ
る
散
布
中
の
事
故
は
か

つ
て
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
も
の
の

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
状
況
に

あ
り
、
ま
た
、
農
薬
を
本
来
の
用
途

以
外
に
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
事
件

等
も
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
危
害
防
止
に
方
全

を
期
し
て
く
だ
さ
い
。

戸

u
e自

O

ラ
ベ
ル
(
説
明
書
)
を
よ
く
読
み

申
O
P
レょ、っ。

O

マ
ス
ク
、
手
袋
、
長
袖
V

ャ
ツ
な

ど
完
全
な
服
装
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

O
日
中
を
避
け
、
朝
夕
の
涼
し
い
時

に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

。
空
び
ん
、
歪
袋
は
安
全
な
場
所
に

処
理
し
ま
し
ょ
う
。

。
残
っ
た
農
薬
は
、
鍵
の
か
か
る
場

所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
.

〈
今
金
保
健
所
〉

医
療
費
と
国
民
健
康
保
険
の
関
係

国
保
は
、
市
区
町
村
ご
と
に
運
営

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
そ
の

市
区
町
村
と
い
う
大
き
な
家
庭
の
一

員
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
国
保
財
政

を
家
計
費
と
す
れ
ば
、
医
療
費
は
支

出
、
保
険
税
は
収
入
に
な
り
ま
す
。

支
出
(
医
療
費
)
が
増
毛
る
と
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
収
入
(
保
険
税
)
が

増
え
な
け
れ
ば
、
家
計
(
国
保
財
政
)

は
赤
字
と
な
り
ま
す
。

い
ま
、
医
療
費
の
増
大
で
国
保
円

台
所
は
、
パ
ン
ク
寸
前
で
す
。
も
し

国
保
が
パ
ン
ク
す
る
こ
と
に
な
れ
ば

病
院
で
全
額
負
担
で
医
療
を
受
け
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
医
療
費
を

節
約
し
、
保
険
税
の
増
加
を
お
さ
え

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

正しい受診を
ゆがけましよう
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5月末現在

7，917人
3，835人

4，082人

2，491世帯

人口

男

女

世帯数

固いつまでもおしあわせに

メ千葉日官看きん(東京都)二本塚ゆかりさん(手6;e)
Fイ~*戸忠大九 (南町) =佐々木恵美子日昭和町) 第

+
四
回
全
桧
山
少
年
剣
道
大
会

五
月
二
十
日
開
催
さ
れ
、
管
内
の
少
字
少
女

剣
士
一ニ
+
八
チ

l
ム
一

一百
三
+
人
が
出
場
し
、

熱
戦
を
く
り
広
げ
、
団
体
戦
で
地
元
今
金
町
が

小
・
中
学
生
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
に
蝿
き
ま
し
た
。

回

石

町

町

石

和

美

白

大

高

花

画おくやみもう Lあげます

加藤 J、みさん 5月初日 92歳

八代征之さん 5月31日 48歳

舘田ハツエ九 5月31日 62歳

鈴木善作さん 6月2日 89歳

O 

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
醐
②

oat-T番

f
丈

〕2
 

1
 

〔

賑
や
か
に
金
原
公
園
祭

金
原
公
園
需
が
六
月
+
目
、
金
原
神
社
下
町

公
園
、
障
と
夢
の
丘
で
行
わ
れ
、
大
航
前
回
人
が

参
加
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

編
一集
一後
一記

'v
今
年
は
、
例
年
に
な
く
好
天
に
恵

ま
れ
、
六
月
二
十
日
現
在
で
夏
日

(
二
十
五
度
C
以
上
)
が
六
回
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
作
物
も
平
年
を
上

回
る
生
育
で
、
出
来
秋
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

-v
年
々
児
童
-
生
徒
が
減
る
中
で
、

各
小
・
中
学
校
の
運
動
会
が
催
さ
れ

大
き
な
歓
声
が
グ
ラ
ン
ド
中
に
響
い

て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
昨
年
児
童

一
人
で
あ
っ
た
美
利
河
小
に
七
人
の

留
学
生
が
来
て
、
各
種
目
毎
に

一
生

懸
命
走
り
回
っ
て
、
速
く
か
ら
駆
け

つ
け
た
父
母
、
自
治
会
ぐ
る
み
盛
り

あ
が
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


